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要　旨
　保育に従事する者にとって，「子どもを理解することが保育の出発点」であると言
われている。子どもの理解のためには，実際に子どもと関わる中で気づきを得ること
が最良であるが，保育士養成課程で学生が子どもと関わる体験のできる場は見学や実
習等，限られた時間しかないのが現実である。そこで，看護師養成教育では一般的な
手法であるプロセスレコードを保育士養成教育用教材として開発し，実習事前学習と
して行われるふれあい体験をもとにプロセスレコードを書き，グループワークを行う
演習を実施した。また，事後アンケートを行い，学生が，どのような場面で戸惑いや
困難を感じているのかを明らかにし，子どもの言動の奥にある本当の気持ちに気づき，
どのように関わればよかったかを考察するという学習を通して，子ども理解，自己理
解の一助となることを検証した。その結果，学習内容や効果の程度に差はあったもの
の保育士養成課程の学生に対しても一定の学習効果が期待できると考えられた。
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Ⅰ．問題

1．保育士養成課程の学生の現状
　大学，専門学校等の保育士養成課程では，
子どもの心身の成長と発達の理解及び保育技
術を習得し，保育者として現場での実践力を
身につけることを目指して，講義・演習・実
習のカリキュラムが組まれている。そして，
その中ですべての基礎となるのが子どもの理
解である。文部科学省（2019）「幼児の理解
に基づいた評価」では，「幼児を理解するこ
とが保育の出発点となり，そこから，一人一
人の幼児の発達を着実に促す保育が生み出さ
れる」と，保育においては，「子どもを理解
する」ことの重要性や必要性が示されている。
一人ひとりの子どもを中心に据えた保育を行
うためには，子どもを理解することから始ま
ると言っても過言ではない。子どもの理解の
ためには，実際に子どもと関わる中で気づき
を得ることが最良であるが，子どもと関わる
体験のできる場は見学や実習等，限られた時
間しかないのが現実である。そこで，この貴
重な学びができる保育実習が，より有意義な
ものとなるように準備をすることがすること
が重要となる。
　実習事前学習内容としては，乳幼児の心身
の発達について学ぶ科目や保育技術を習得す
るためのさまざまな科目があり，学生はそれ
らの学習を通して知識や理論，保育技術を習
得する。しかし，いずれも実際の子どもでの
演習は不可能なため，事例検討やロールプレ
イによる擬似体験学習を行っている。事例検
討やロールプレイでは，事例内に登場する人
物（子ども）に心を寄せ，その時の子どもの
気持ちを想像して，仮説を立てることが不可
欠であるが，学生の中には想像力に乏しく事
例検討に広がりがなかったり，ロールプレイ
でどうしたらいいのかわからなかったりとい

う学生が散見される。そこで，科目の学習で
は習得しにくい部分を補うはずの事例検討や
擬似体験学習が難しいのは，学生のどのよう
な実態によるものか調査し考察を行うことに
した。
　次に，学生はこれらの学習を通してある程
度の子ども理解をして実習に臨む。保育士養
成校における保育士養成課程の保育実習で
は，保育実習Ⅰ（保育所）・保育実習Ⅰ（施設）・
保育実習Ⅱ（保育所または施設）の3回，各
10日間の実習を行う。実習では，実際に子
どもたちと関わりながら，それまでに学んで
きた乳幼児の保育に関する学びを確かなもの
とすべく観察・参加実習から責任実習へと段
階を追って学びを深めていく。
　しかし，第1段階の観察・参加実習で，子
どもたちの中に入っていけずに棒立ちになっ
てしまったり，自分に寄って来た目の前の子
どもだけと関わり全体を見渡すことができな
かったり，また，言葉の未発達な乳児に対し
ては，何を話せばよいのかわからないからと
言葉がけができない等々といった様子があ
り，実習後のふりかえりでは，子どもへの関
わり方に対する課題を反省にあげる学生が多
く，実習指導者からも同じく指摘を受けるこ
とが多いのが現状である。
　そこで，子ども理解を深め，実習という貴
重な機会を有意義な学習の場にするために，
実習事前学習でプロセスレコードを書くこと
を取り入れる。学生自身が，子どもとの関わ
りの中で，どのような場面で戸惑いや困難を
感じているのかを明らかにし，どのように関
わればよかったかを考察することができるの
ではないかと考えた。

2 ．子どもを理解するということ
　「子どもを理解することが保育の出発点」
と言われているように，子どもを理解するこ
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との必要性や重要性について多視点から様々
な研究がされている。
　木田（2023）は，「保育者の『理解しよう』
とする背景には，保育において「子ども理解
＝理解困難」であるとの観点が存在すること
が指摘されている。」とし，ゆえに，「『子ど
も理解』において完全な『理解』というもの
は存在しないことを自覚し，暫定的な『子ど
も理解』をし続ける必要性が示される。」と
している。そのためには，「暫定的な子ども
理解における保育者の姿として，不安定さや
不確実さをもって，『子どもを理解しよう』
とする姿，常に自己の『子ども理解』を問い
直し，自らの保育を省察する姿が考えられる。
『子ども理解』の『理解』が意味するのは，
揺れ動く子どもの姿を丁寧に『見る』ことな
のではないか。」として，「子どもの心に寄り
添おうとする姿勢を持つこと」の重要性と必
要性を論じている。
　権藤・柴・戸江（2017）は，子どもを理解
するということは，保育者が保育の中で目の
前の子どもと生活しながら子どもの言動や表
情から，1人の子どもを理解していこうと努
力することであると考えるとし，子どもを理
解する時の視点として以下の3点を示してい
る。
①現れた姿をその子どもの良さとして受け止
める。
②これから発達する姿として捉えていく。
③現れた姿から心の動きを受け止め理解しよ
うとする。
　また，保育者が保育記録をもとに子ども理
解を深めるために必要であることとして，以
下の3点を示している。
①行動，表面に現れた表情，幼児のつぶやき
を細かに捉えていく。
②保育者間で意見交換をしながら保育者自身
の子ども理解を振り返る。

③保育者のものの見かた，考え方を見直して
いく。

　保育者が子ども理解を深めていくには，保
育者は日々の保育の中で，子どもの言動やつ
ぶやき，保育者の目の前を何事もなく通り過
ぎ去ってしまうささやかなことがらをも，細
やかに心に留め，表面的な理解に留まること
なく，その子どもの内面に沿った理解をしな
ければならない。つまり，保育者は日頃から
子どもの良さ，育っている姿を常に見極めな
がら瞬時に子どもの内面（心の動き）を読み
取り，その心に寄り添って保育していくこと
で少しずつ深く理解できるようになると考え
る。
　文部科学省（2019）「幼児の理解に基づい
た評価」では，「幼児を理解するとは一人ひ
とりの幼児と直接に触れあいながら，幼児の
言動や表情から，思いや考えなどを理解しか
つ受け止め，その幼児の良さや可能性を理解
しようとすることを指しているのです。その
ためには，安易にわかったと思い込んだり，
この子はこうだと決めつけたりしてしまうの
ではなく，幼児と生活を共にしながら，『‥‥
らしい』，『‥‥ではないか』など，表面に現
れた行動から内面を推し量ってみることや，
内面に沿っていこうとする姿勢が大切なので
す。」としている。子どもと直接かかわり，
その中で実際に見られる子どもの外面からそ
の奥にある内面を理解しようとして，子ども
の心に寄り添おうとする姿勢を持つことが大
切だとしている。
　保育場面は，対象児が同じであっても対象
児は日々成長しており，その活動は多様に展
開し個別性が高く一つも同じ状況や場面は存
在しない。そのような子どもを理解すること
は非常に困難なことで，容易に正解が得られ
るものではない。しかし，子どもにとって日々
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の生活や遊びの行為が重要な学びの機会とな
るためには，保育者は目の前の子どもの気持
ちを理解して即時判断で適切な援助ができる
力量が必要である。そのためには，保育者は
子どもと生活を共にする中で常に目の前の子
どもを理解しようとする態度をもって子ども
と関わり，子どもの内面を推測しながら子ど
もの内面に寄り添おうとすること，そして，
その自分の関わりを省察する行為を繰り返し
ながら前に進むことであると考える。

3 ．プロセスレコードとは
　プロセスレコードは，アメリカの看護学者
ヒ ル デ ガ ル ド・ ペ プ ロ ウ（Peplau, H.E, 

1952）が提唱し，特に精神看護領域において，
看護師や介護士養成課程では，患者や高齢者
の理解のために一般的に用いられている手法
である。看護師と患者および介護士と要介護
者間のコミュニケーションの気になった会話
や行動を時系列に沿って一つひとつを文章で
記録し，対象者が何を思ってそのような言動
をしたのか，それに対して自分のとった言動
は対象者にどのような影響を与えたのか等々
を考察する。それにより，対象者や自分の言
動の真意や傾向，よりよい関わりのためには
何を大切にすればよかったのかを確かめるこ
とができるものである。

4 ．�看護教育分野におけるプロセスレコード
の先行研究事例

　看護教育分野における先行研究では，多久
島・田中・中原・羽田野・山本（2015）が，
大学の看護学科の学生が書いたプロセスレ
コードの分析とそれを用いた事例検討をする
研究を行っている。多久島らは，プロセスレ
コードの記載内容を Porterの態度分析5類型
（調査的態度，指示的態度，解釈的態度，評
価的態度，理解的態度）で分析した結果，調

査的態度が46.3％であった。患者の役に立ち
たいと思っていても，コミュニケーション技
術が未熟なため看護過程の情報収集において
自分中心の「きく」になり患者に不快な思い
をさせてしまっていた学生が，プロセスレ
コードを書き，それを基にした事例検討を行
うことで自己と向き合い他者と向き合うこと
ができ自己理解と他者理解を深め積極的傾聴
の姿勢を育成する上で有効な教育方法である
としている。
　また，福永・吉村（2014）は，短期大学の
看護学科学生に対しプロセスレコード演習と
グループワークを行い，プロセスレコードの
場面を選んだ理由を「不完全」「一体感」「違
和感」に分類したものと「実習を終えて学ん
だこと」を内容分析した結果，プロセスレコー
ド演習で得た学びを今後のコミュニケーショ
ンの学習や実習に活かしたいと学習動機が高
まっており，看護基礎教育初期に行う授業と
して効果的であったとしている。
　このように，看護教育分野では，対人援助
職を目指す学生にとって必要となる自己理
解・他者理解を促し，コミュニケーション技
術の向上に効果的であるとしている。

5 ．�教育・保育分野におけるプロセスレコー
ドの先行研究事例

　教育分野における先行研究としては，山口・
山口（2004）が，「人間の生成とケアに関わ
るという点で教育学と近接関係にある看護学
の知見から得られるヒントは大きいと思われ
る。」として，これまで看護教育の分野で使
われてきたプロセスレコードを教員養成にお
いて自己省察に活用するにあたり必要となる
方策や今後の課題を明らかにした。この先行
研究では，以下の2つの課題が述べられてい
る。1つ目は，指導上の問題である。看護実
習では，毎日のように実習指導者が学生の実
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習に同行し，個々の学生を観察している。教
員も学生が書いたプロセスレコードに記録さ
れている場面を同時に見ている。しかし，教
育実習では，実習校に指導が一任され大学の
教員は実習巡回に行くのみであり，日々の学
生の実習の様子を観察することはない。その
ため，実習後に大学教員がプロセスレコード
を指導する体制が整っていないという点であ
る。2つ目は，教育の現場では，教師と子ど
もの関わりが1対多であることが多い点であ
る。看護では本来，1対1での会話をもとに
互いの相互作用を省察する。そのため，教育
分野での導入のためには，記入様式の検討が
必要であると述べている。
　久米・石井（2020）は，中学校に勤務する
養護教諭3名を対象として「生徒の心理的問
題への個別対応において養護教諭が違和感や
困難感を抱いた場面」の記入を3回行い，そ
れぞれについて，①態度分析　②違和感の検
討　③ロールプレイの3つの演習を行った。
その結果，対象者の個別性や勤務経験年数に
よって受け止め方が違ったが，「生徒対応の
背景にある自分の思考や感情がある程度意識
化されたと考えられる。また，生徒側の認識
や，生徒の感じ方や受け取り方について新た
な気づきが語られ，生徒理解も深まったと考
えられる。」としている。また，今研究は，
筆者と対象者が1対1で個別演習を行ったが，
グループ演習として実施することでグループ
内の相互作用における効果が生じることも期
待出来るとしている。
　角田・柴崎（2017）は，現役教師の研修と
してプロセスレコード演習を取り入れた研修
を行い，プロセスレコードの有用性の検討を
目的とした研究を行った。研究では，山口・
山口（2004）のプロセスレコード用のフォー
マットをもとに修正を加え開発を行った。ま
た，それまでは，教師・実習生が，対応に困っ

た場面という負の場面を選んで書いていた
が，「正のエピソードにおいて何が成長促進
的に働いたのかを理論に照らし合わせて認識
することも，関わり合いの本質をとらえ，今
後に生かす上で有意義なことである。」とし，
また，同じ対象者との複数の場面を継続して
記入して一連のプロセスレコードについて総
合的な省察をするという方法を開発した。教
師が事例研究会で発表する時に用いる「事例
研究用フォーマット」にもプロセスレコード
を組み入れることを提案している。それによ
り，エピソードを記述する項目が加わり，事
例研究において関わり合いへの注目度が高ま
ることが期待されるとして，「初心者として
は，まずプロセスレコードを用いて様々な子
どもとのかかわり合いの場面を振り返ること
からはじめ，経験を重ねる中で成育歴や家族
歴といった背景を踏まえた，より視野を広げ
た事例研究へと移行していくことが一つの方
向性と言えるだろう。」として，新任教師か
らベテラン教師までの研修におけるプロセス
レコードの適切な活用の仕方を示した。
　保育分野では，山本（2009）が，保育実習
（施設）で学生の実習に対する意識の変化と
実習効果について研究した。学生に対してプ
ロセスレコードの事前指導後，実習中に1例，
実習後に1例，計2回の演習の実施を行い，
事後アンケートの結果を分析した。また，学
生が書いたプロセスレコードの「子どもの言
動」「学生の思い」「学生の言動」「まとめ」
の欄を分析した。プロセスレコードで自己の
振り返りをすることは，「子どもと学生との
関係でより踏み込んだ記録となり，学生自身
の振り返りの中で自分自身の内面に気づき，
自己錬磨することで専門職としての自己を形
成する一助になったと考えられる。」として
いるとし，保育実習（施設）にプロセスレコー
ドを導入したことは保育者である自分を客観
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視するのに有効であったとしている。
　山口（2008）は，幼稚園実習で学生が実習
中に書いた3歳児と5歳児のプロセスレコー
ドをもとに子どものいざこざの場面における
子どもの人間関係の発達についてパースペク
ティブ性の獲得という視点を中心に研究し
た。
　このように，保育教育分野でもプロセスレ
コードを演習に活用した研究がされている
が，その多くが子どもとの関わりの場面での
自分自身の関わり方の特徴や傾向から自身の
内面に気づきを得るということを目的として
行われたり，子どもの発達過程の研究として
行われたりしてきた。保育士養成課程の学生
が子ども理解を深めることにどのような効果
があるかを目的としてプロセスレコード演習
を取り入れた報告はない。

6 ．�教育・保育分野におけるプロセスレコー
ドによる子ども理解

　教育・保育分野では，先行研究も少なく，
馴染みのない手法であるが，会話や行動を思
い返して一つひとつ時系列で記入し，その一
つひとつに自分のその時の気持ちや考察を記
入するプロセスレコードは，現在，保育でよ
く用いられているエピソード記録やドキュメ
ンテーションより，双方の心の動きを詳細に
追うことができるため学生はより丁寧に確か
な考察ができると考えた。
　保育現場において，プロセスレコードを活
用することにより，図1のような子どもを理
解するためのサイクルとプロセスレコードの
関係が考えられる。図1は，大阪府幼児教育
センター（2022）「幼児教育リーフレット　
子ども理解編─幼児教育に関わる教職員の育
成指標─」を参考に作成した。

Ⅱ．目的

　プロセスレコードを書くことで，学生が，
どのような場面で戸惑いや困難を感じている
のかを明らかにする。また，子どもの言動の
奥にある本当の気持ちに気づき，どのように
関わればよかったかを考察するという学習を
通して，子ども理解，自己理解の一助となる
ことを検証する。これにより学生が子ども理
解を深めるとともに，自分の子どもとの関わ
り方や自分の考え方の傾向を知ることができ
るため，保育者としての資質の向上につなが
るのではないかと考える。

Ⅲ．研究方法

1．調査対象者
　4年制大学の初等教育学科で保育士養成
コースを選択する2年生10名。

2 ．調査期間
　2022年4月から2022年12月

3 ．方法
　（1）調査対象者の実態調査の実施
　 　本調査対象学生のこれまでの乳幼児と
の関わりの経験や乳幼児と関わることに
対する自分自身の気持ち，実習場面で想
定される子どもへの関わりに対する不安

図 1　�子どもを理解するためのサイクルとプロ
セスレコードの関係

子どもとふれあいながら、子どもの
言動や表情から思いや考えなどを理
解し受け止めることが出来る力。

推測したことを基に関わってみる。
子どもの姿が保育者の関わり方の
結果によることがあることを理解
し、子どもの思いや成長に寄り添
い適切に子どもに関わる力。

子どもの姿の変容を捉えなが
ら、プロセスレコード等の記
録をもとに保育・教育をより
良いものに改善していく力。

より良い
即時対応

自己省察子ども
理解

保育現場

記録し評価する力

援助する力読み取る力
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感についてアンケート形式で調査を行っ
た。

　（2） 保育学生を対象としたプロセスレコー
ド演習授業の開発

　 　①プロセスレコード記入用紙，②授業
教材の開発，③授業指導計画の3つを作
成した。

　（3）プロセスレコード演習授業の実施
　 　4回の課題とグループワークを取り入
れた演習授業を実施した。

　（4）事後アンケート調査の実施
　 　プロセスレコードへの取り組みや演習
後の子ども理解の深まりと関わり方の変
化について調査を行った。

4 ．倫理的配慮
　調査協力者である学生には，研究目的を口
頭で説明し，調査結果を保育の研究に利用す
ることについて同意を得た。

Ⅳ．実践内容

1．�保育学生を対象としたプロセスレコード
記入用紙の開発

　本研究で使用するプロセスレコードの開発
においては，角田・柴崎（2017）プロセスレ
コード用のフォーマットを参考にした。その
上で，子どもと関わった経験が少なく，自分
の体験を文字に起こして考察する経験の少な
い調査対象学生がプロセスレコードの記入す
ることへの配慮として，以下の点を改良した
（図2）。
① 　「対象の子どもの普段のようす」を記
入する欄を設け，対象児をよく観察し，
この場面での言動と比較して分析・考察
しやすいようにした。

② 　記入用紙の大きさは，記入への負担感
を減らすために A 4用紙1枚に収めるよ

うにした。

　また，記入方法として，以下のルールで書
くこととした。
① 　「この場面のプロセスレコードを書こ
うと思った動機」には，その時，自分が
感じた違和感をそのまま記入する。口語
的な書き方でもよい。

② 　数人のグループで一緒に活動している
場面を切り取る場合もあるため，対象児
は，複数名（2～3名）でも構わない。
ただし，クラス全体の様子を書くもので
はない。

③ 　「子どもの言動」「私の言動」は，会
話部分はそのまま記入する。また，無言
の場合は「‥‥」や「無言で」と書き，
その時の表情や態度といった非言語部分
をできる限り丁寧に記入する。

④ 　「感じたこと・考えたこと」は，その
瞬間に自分が感じた・考えた心の声をそ
のまま記入する。口語的な書き方でもよ
い。

⑤ 　時系列がわかるように，「子どもの言
動」「感じたこと・考えたこと」「私の言
動」の文頭に番号をつける。

月　日（　） 保育場面
（　　　　　）歳児

この場面のプロセスレコードを書こうと思った動機

対象の子どものようす

子どもの言動
感じたこと・
考えたこと

私の言動 分析・考察

この場面から学んだこと

図 2　プロセスレコード記入用紙
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⑥ 　「分析・考察」は，この時の様子をプ
ロセスレコードに記入してみて，客観的
にふりかえり，対象児や私はなぜこのよ
うな言動をしたと考えるか，どうすれば
よかったと考えるか等々自分の気づきを
記入する。

⑦ 　「この場面から学んだこと」は，全体
を通して，気付いたこと，理解したこと，
今後の課題等を記入する。

2 ．授業用教材の開発
　授業時に配布するための資料として，「プ
ロセスレコードを説明するための教材」「プ
ロセスレコードの記入方法を説明するための
事例」「プロセスレコードの記入方法を説明
するための記入例」「学生が実際にプロセス
レコードを記入する学習時に用いる事例」を
作成した。

3 ．授業指導計画
　授業は以下のように指導計画を立案し実施
した。

第1講
10月13日
（90分）

プロセスレコードについて知る
プロセスレコードとは何か。
事例を用いプロセスレコードの書き方を理
解する。

自己課題
ふれあい体験をプロセスレコードに記入
（2回）

第2講
11月5日
（30分）

進捗状況の確認（グループワーク）
実際に書いてみた感想や疑問点，困ってい
ること等を出し合う。

自己課題
ふれあい体験をプロセスレコードに記入
（2回）

第3講
12月3日
（90分）

ふりかえり（グループワーク）
子どもの行動や気持ちの理解についてふり
かえる。
自分自身の子どもへの関わり方や考え方の
傾向をふりかえる。
演習事後アンケートの実施。

第4講
12月10日
（30分）

まとめ
アンケートの報告

Ⅴ．　結果と考察

1．事前アンケートの結果と考察
　2022年4月本研究対象学生に事前アンケー
トを行い，実態調査をした。
　子どもと関わった経験を「①ほとんどな
かった　②少ないがあった　③あった　④と
てもあった」として尋ねた設問では，10人
中5人が子どもと関わった経験が「ほとんど
なかった」と回答。4人が「少ないがあった」
と回答したが，その経験は，「中学校の職場
体験で保育園に行った。」等，非常に少ない
経験であった。
　保育実習等で想定される場面である，1．
乳幼児の発達や特性の理解，2．食事や排泄
等の生活面の援助，3．保育者が設定保育を
行っている時の乳幼児に対する声掛けや援
助，4．保育者が設定保育を行っている時に
保育者の指示に従い援助ができるか，5．自
由遊びの時の乳幼児との会話，6．自由遊び
の時の乳幼児との遊びについて，「①不安で
ある（1点）②少し不安である（2点）③少
し自信がある（3点）④自信がある（4点）」
の4件法で尋ねた。
　この各場面での得点を合計し，合計得点が
高いほど自信があり，低いほど不安感が高い
ことが示されるようにした数値と子どもと関
わった経験を尋ねた設問の結果を合わせて集
計したところ，表1のようになった。これま
でに子どもと関わった経験が「ほとんどな
かった」と回答した5人の保育実習6場面に
対する感じ方の合計得点の平均が11.2である
のに対し，「少ないがあった」と回答した4

人のそれらの平均は，15.8と高い数値であっ
た。
　このことから，非常に少ない経験であって
も，子どもとの関わりがあった学生は，今後
の子どもとの関わりに対して，不安感が少な
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いことがわかった。中学校での職場体験や，
姪や甥が遊びに来たときに関わるといった時
間的にはとても少ない経験であっても，その
ような経験をしたことがあるということが，
子どもとの関わりへの不安を軽減していると
示唆される。

2 ．授業実践時の様子
　第1講では，プロセスレコードの概要を説
明し，ふれあい学習体験で実際に体験したこ
とをプロセスレコードに記入することで，乳
幼児理解の学習を行うという学習の方法と目
的を説明した。
　事例1（水遊び時，Ａちゃんが遊んでいる
おもちゃを使いたそうにしているＢちゃんを
見て，Ｂちゃんに「かして」と言うことを提
案し，うまくいったが，その後のＡちゃんの
様子が気になったという場面。）を用いた書
き方の説明では，プロセスレコードは，本来
は実際の会話を中心に表情や態度を含めて記
入するものであるが，言葉での表現が未発達
な乳幼児を対象とするため，会話が十分にで
きないことを考慮し，言葉で表現されなくて
も，その表情や態度を丁寧に記入することを
強調した。
　事例2（朝の受け入れ時間に持ち物を片付
けずに遊びに入ってしまったＡちゃんと周り
の子どもがトラブルになりそうになったので
声をかけたが，その時のＡちゃんの態度が気
になった場面）を用いて，自分でプロセスレ

コードを書いてみる練習をした時には，事例
の内容を読んで，「こんな子いるよね。」「うん，
私もこの前ちょっと注意したら，何か小さな
反抗されたわ。」と事例の場面に共感する声
や登場人物のＡちゃんに気持ちを寄せる声が
聞かれた。書き上がったプロセスレコードか
らも，そのような互いの会話からヒントを得
ながら考察を書き進めた様子が見られた。書
き始めてから約30分で書き上げることがで
きていた。
　その後，書画カメラで学生が書いたプロセ
スレコードを写し，「分析・考察」の書き方
を中心にクラスメイトがどのようなことを書
いているかを互いに見ながら説明した。学生
は，他の人の分析・考察を大変興味深く見て
いる様子であった。
　初めて自分の体験をもとにプロセスレコー
ドを書いた時，複数の学生から「書くことが
見つからない」という声が聞かれた。理由を
尋ねると，「自分のことで精一杯で，子ども
のことをよく見ていない」「何を話したか覚
えていない」「トラブルはなかった」という
ことであった。プロセスレコードはトラブル
の解決方法やトラブルの際の自分の関わり方
を省察するだけのものではなく，子どもの言
動の「何故だろう」と思ったことを書くこと
で，子どもの気持ちやその言動の奥にある本
当の思いを子どもの心に寄り添って考えるも
のでもあることを再度強調すると，しばらく
考えた後，書き始める様子が見られた。そし
て，回を重ねるごとにそのような声は聞かれ
なくなった。

3 ．事後アンケートの結果と考察
　9人の学生から事後アンケートの回答が得
られた。

表 1　�乳幼児と関わった経験と保育実習の 6 場
面に対する感じ方の関係

乳幼児との
ふれあい経験

人数
保育実習6場面に対する
感じ方の合計得点の平均

ほとんどなかった 5 11.2

少ないがあった 4 15.8

あった 1 15.0

とてもあった 0 0
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（ 1）�プロセスレコードを書くことに対する
学生の心情

　書こうと思う内容はすぐに見つかったかと
いう設問に対し，初回プロセスレコード記入
時には，書く内容が見つからないと言う学生
が3人いたが，事後アンケートでは全員，書
こうと思った内容は，「すぐに見つかった」
か「少し考えると見つかった」という回答で
あった。当初はプロセスレコードを書くため
に子どもとの関わりを記憶しておこうという
動機であった可能性がある。しかし，4回の
プロセスレコードの記入を通して，子どもを
よく観察しようという意識が高まり，よく観
察したことで，同じ場面に出くわしても，そ
のことが気になり，立ち止まって考えてみよ
うと思うことができるようになってきたと考
えられる。
　プロセスレコードの各部分を書く時，どの
くらい難しいと感じたかを「①難しいと感じ
なかった　から　④とても難しく感じた」ま
で4件法で回答した結果を図3に示した。
　4回の演習の積み重ねで，記入にはさほど
苦労しなくなった様子が見られる。
　唯一「分析・考察」は，「難しいと感じた」
「とても難しいと感じた」が過半数を占めて
いる。体験した事実をそのまま記入すればよ
い他の部分に比べ，「分析・考察」はその場
面を詳細に振り返り記入しなければならな
い。子どもの行動の分析では，その時，その

子どもは，何故そのような言動をとったのか
を様々な角度から推察する力が必要である
が，子どもとの関わりの経験が少なく，その
上，学生には，その子どもの背景の情報収集
を十分にすることができないため，推測がし
にくいのではないかと考える。また，自分の
言動の分析の際には，自分の心の奥にある気
持ちも掘り起こして省察しなければならない
こともあるため，正面から自分に向き合うこ
とで生じる自分に対する違和感を受け止め改
めて考えることは誰でも多少の困難を感じる
作業であると理解できる。

（ 2）�プロセスレコード演習後の学生の心情・
態度の変化

　演習後，子どもに対するとらえ方や関わり
方に変化があったかという設問に対しては，
「変わっていないと思う」という回答は1件
もなく，個人差はあるが何らかの変化があっ
たと捉えている様子が見られた。どのような
変化があったのかについては，4回のプロセ
スレコードの記入用紙を考察することで明ら
かにした。

（ 3）�プロセスレコード演習後の子ども理解
の変化

　プロセスレコードの演習をやってみて，次
のことについて理解できるようになったと思
うかを「①理解できるようになった　から　
④理解できない」まで4件法で回答した結果

図 3　�プロセスレコードの各部分を書く時に難
しく感じた程度

図 4　�演習後，どのようなことが理解できるよ
うになったと感じているか
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を図4に示した。
　すべての質問で，「④ 理解できない」とい
う回答はなく，「① 理解できるようになっ
た」と「② 少し理解できるようになった」
の合計が「③あまり理解できない」を大きく
上回った（図4）。捉え方や感じ方には個人
差があり，その程度にも差があるが，この演
習を行う前より子ども理解が進んだと感じて
いることがわかる。特に，「6‒3．子どもの言
葉・表情・態度などの奥にある子どもの気持
ち」と「6‒6．子どもが自分の気持ちをコン
トロールするのに必要な時間」は，「②少し
理解できるようになった」よりも「①理解で
きるようになった」の人数が上回っている。
子どもとのかかわりの中では，特に出会う場
面が多く，保育者の関わり方に学ぶ機会が
あったり直接自分が関わったりしたため理解
が進んだことがわかる。

（ 4）グループワークの効果
　全員が，他の人のプロセスレコードの報告
が参考になったと回答した。他の人のプロセ
スレコードの報告を聞いた感想を自由記述し
た設問では，「自分が直面したことのないよ
うな場面の話を聞くことができて，自分だっ
たらどうするかな？と考える機会にもなった
し，他の人はこうするんだということを知る
機会にもなって，経験値がぐっと上がるよう
な感じがした。」や「自分だったらこの場面
でこのような対処・対応ができないと思うか
ら，他の人はこんな言葉がけで子どもたちに
寄り添うことができたんだという新しい考え
を持てるようになった。」という感想が書か
れていた。友達の報告内容に心を寄せて疑似
体験をし，自分の体験と照らし合わせて，自
分の言動を省察し，子どもとの関わり方に新
たな気づきを得ていることがわかる。

（ 5）演習による学び
　自由記述の回答を意味内容ごとに整理した
ところ，20件あがった。自由記述の内容を
KJ法によりを分類した結果が，表2である。
　自由記述では，「子ども一人ひとりともっ
と深く関わろうとか，今，他の子はどんな反
応をしているかなとか，周りをよく見ようと
する意識が今まで以上に持てるようになっ
た。」とあった。授業実践時の様子からも分
かるように，子どもの言動をしっかりと捉え
ようとする観察力が高まったと考える。
　また，「子どもの気持ちや『この時なぜこ
のような行動をとったのだろう』と一つ一つ
の行動に意味があるのではないかと考えるよ
うになった。」からは，子どもをよく観察す
るようになったことで，子どもの言動の奥に
ある本当の気持ちを理解しようと心を寄せ，
より深く考えようとしていることがわかる。
　「今までは自分の考えだけで子どもたちと
関わっていた。」と気づきを得ていることか
らも，子どもの本当の気持ちを考察し，自分
の関わり方を省察することは，容易ではない
と感じながらも，それらが大切であることを
理解し，自分の課題を発見し，積極的に取り
組みたいという気持ちを持っていることがわ
かる。

Ⅵ．総合考察

　プロセスレコード演習の学習実践を通し
て，学生は，子どもの言動の奥にある本当の
気持ちとその意味を理解しようとして，子ど
もの心に寄り添いより深く考えようとする態
度で子どもと関わるようになったことがわ
かった。そして，その中で，自分のとった言
動を省察し，自分の考え方の傾向を知ること
によって自己の課題を発見している。また，
それらをグループの中で発表し合うことに
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表 2　プロセスレコード演習後の感想

上位
カテゴリー カテゴリー 具体的な記述例 記述

件数

観察力

子どもをよく観察す
るようになった

プロセスレコードに書いた子どもを次の週に見ると成長しているな
と感じ，今後の成長も気になり，よく目を向けるようになりました。

1

子どもを観察しよう
とする意識の高まり

“子どもひとりひとりともっと深く関わろう”とか，“今，他の子は
どんな反応をしているかな”とか，周りをよく見ようとする意識が
今まで以上に持てるようになった。

2

プロセスレコードを書くために子どもと話したことや行動を見よう
という意識が持てたので良かった。

書きたい場面との出
会い 書きたいなって思った場面に出会うことができました。 1

子ども理解

子どもの本当の気持
ちの理解

プロセスレコードを書くことで，子ども同士の関わりの中で起こる
本当の気持ちを理解できるようになった。

1

子どもの行動の意味
プロセスレコードを書くことによって子どもの気持ちや「この時な
ぜこのような行動をとったのだろう」と一つ一つの行動に意味があ
るのではないかと考えることができるようになりました

1

子どもへの新しい気
づき

流れの中の一部分を切り取って考えることで，冷静に客観的に自分
の行動，子どもの様子を見ることができて，その時はなかった新し
い気づき見つけることができるなと思った。

1

子どもの気持ちの理
解の深まり 子どもと自分自身への理解がより深まったと思う。 1

自分の言動の
省察

自分の子ども理解に
対する自信

現場の時には，何故そのようなことをするのかわからなかったこと
でも，プロセスレコードを書いてみると，何があってこういう行動
をするのか分かったため，現場にいるときも考えればできるんだと
いうことに気づいた。

1

自分の子どもへの思
いや言動の傾向の省
察

自分の言動から考えていたことまで細かく振り返ることが出来るの
で，この言葉は良かったが，この行動はまずかった，この時のこの
子の言っていたことが理解できていなかったなど，良い点，悪い点
を具体的にみることができた。

2

流れの中の一部分を切り取って考えることで，冷静に客観的に自分
の行動，子どもの様子を見ることができて，その時はなかった新し
い気づき見つけることができるなと思った。

自分理解が深まった 子どもと自分自身への理解がより深まったと思う。 1

グループワーク
での学び

多様な解決方法が得
られた

その行動を振り返ることで次に似たような場面に直面したとき，ま
た違った行動に繋がっていくのかなと思った。

2

自分が他の人のような場面に遭遇したとき，このような対応や言葉
がけをしたら良いのか・・・ということを学ぶことが出来たのがよかっ
た。

他の人の報告が参考
になった

自分の行動や言葉がけを振り返ることが出来たとともに，他の人の
プロセスレコードの報告を聴けたことがとても参考になった。

1

他の人の意見が参考
になった 人の意見もきけて，かなり参考になったと思うし，学びも多かった。 1

演習自体の感想

プロセスレコードに
対する感想

活動の一部を切り取って，そこだけを深く考えたことがなかったの
で，終わった後に振り返るという意味でも勉強になりました。

2

体験して終わりではなく，考察することが大切だと学びました。

プロセスレコードを
書くことに対する感
想

最初は書き方がわからなくて時間がかかっていたけれど，何回か書
いているうちにコツをつかめるようになりました。

2

頑張ってプロセスレコードを書きました。
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（西口裕久子，佐々木恵理）

保育士養成課程におけるプロセスレコードを用いた乳幼児理解の学習実践（1）
─実践事前・事後アンケートの結果より─

よって，友だちの報告内容に心を寄せて疑似
体験し，自分の体験と照らし合わせて，再度，
子どもの気持ちに心を寄せ，自分の言動を省
察し，子どもとの関わり方に新たな気づきを
得て学びを深めることが出来た。このように，
保育士養成課程の学生であっても子ども理解
の一助となり，一定の効果が期待できること
がわかった。
　今後は，ふれあい経験の各グループより抽
出した学生のプロセスレコード記入内容の詳
細分析を行い，プロセスレコードを書くこと
による学生自身の子ども理解がどのように深
まり，子どもへの関わり方がどのように変化
していくのかという心情・態度の変容と現場
での即時対応の可能性について報告したい。
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